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研究成果の概要（和文）：フランスの近代文学、とりわけ1850年代以降の文学において、散文はある特別な言語形態と
みなされるようになった。詩的強度をそなえるようになった散文は、小説、自伝、抒情詩、戯曲、批評等、ロマン主義
以降、主要な文学ジャンルとなった形式そのものを破壊し、二十世紀にはいずれの形式にも区分できない作品が数多く
書かれるようになった。どうしてこのような変化が起こったのか。本研究では、この疑問に〈語りの声〉という視点か
ら分析を行った。テクノロジーの進展による知覚の変化と、言葉が古代からもってきた歌の力の緊張関係が、散文が近
代もつようになった詩的強度の源泉のひとつとなった、というのが本研究で得た知見である。

研究成果の概要（英文）：In modern letters, particularly literature from the 1850's, literary prose 
started being seen as a particular mode of language, having a poetic intensity. During the 20th century, 
prose considered as a kind of poetry tends to destroy the literary genres that had become predominant 
after romanticism such as novel, autobiography, lyric or critical poetry, and makes it possible for 
writers to create many uncategorized works. Why did this change occur? We tried to answer this question 
from the point of view of “the narrative voice”. Our observation is the following one: the tensions 
between the change which has occurred in perception because of the development of various technologies 
concerning the voice, and the power of the immanent song in language since antiquity, became the sources 
of the poetic intensity which prose was to embed in modernity.
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１．研究開始当初の背景 
 散文は、手紙、日記、書類など日常でも
使われる雑多な形式であり、韻文と異なっ
てそれ自体を芸術の形式とみなすことはむ
ずかしい。ところが、フランスの近代文学、
とりわけ 1850年代以降の文学において、作
家の書く散文は通常言語とは異なる特殊な
言語形態であるという考えが広がりはじめ
た。散文による作品が、型ではなく強度と
してのポエジーを体現する形式として意識
されるようになったのである。詩的強度を
そなえた散文は、小説、自伝、抒情詩、戯
曲、批評等、ロマン主義以降、主要な文学
ジャンルとなった形式そのものを破壊し、
二十世紀にはいずれの形式にも区分できな
い作品が数多く書かれるようになった。散
文において、日常言語と芸術的言語、もし
くは文学的言語を区別するこの考え方はど
こから来たのだろうか。また、文学的言語
としての散文は、どのような特性をもつも
のと考えられたのだろうか。 
 この疑問をめぐって、19世紀前半、ロマ
ンス主義において「散文」が得た特別な地
位については、優れた研究が存在する（ル
カーチ『小説の理論』（1920年）、ベンヤミ
ン『ドイツ･ロマン主義における芸術批評の
概念』（1920 年）など）。また 1920 年代以
降、モダニズムにおけるさまざまな言語実
験については、数え切れないほどの専門研
究がなされている。こうした研究状況にあ
って、ジル・フィリップとジュリアン・ピ
アが中心となり、1850〜2000年という年代
の区切りで、その間に形成された「文学言
語」としての散文を分析するという、画期
的な共同研究が行われた（ La langue 
littéraire : Une histoire de la prose en France 
de Gustave Flaubert à Claude Simon, sous la 
direction de Gilles Philippe et Julien Piat, 
Fayard, 2009）。この研究は、散文を文法と
いう機能から捉え直そうとした点で「散文」
研究を刷新した。ジル・フィリップたちは、
ペリオド文 périodeと呼ばれる、フランス文
学伝統の複雑な文形にとどまらない、文法
的、統辞論的に把握し直された散文形式が、
どのようにして文学言語として認められる
ようになったかを、文学研究の新たな課題
として浮かびあがらせた。この時代の作家
たちが追求したものを、流派や個別性を超
え、文の作り方という視点から分析する姿
勢を打ちだし、散文の特性を明らかにしよ
うとする問題意識は、新たな研究領域を切
り開く重要な視点の提示だった。 
 しかし、フランス語の文法や統辞という
視点から分析しているために、フランス語
を母国語としない人間にとっては、提起さ
れた問題に対して、かならずしも納得のい
く回答が得られたわけではない。文の形態
分析を通してさまざまな成果がもたらされ
ていることは確かであり、そこから学ぶべ
き点も数多くあるが、近代における散文の

地位の変化という問題は、別のアプローチ
によってさらに展開されるべき内容をはら
んでいる。「美しい本は一種の外国語で書か
れている」とプルーストは言ったが、通常
言語とは異なるこの「外国語」としての文
学言語が、とりわけ韻文という独自の形式
を備えた形態においてではなく、散文とい
うごく日常的な言葉形態によって生みださ
れるとき、そこでは何が起こっているのだ
ろうか。 
 本研究では、この問いに当初は、フィク
ション論の再構築という視点から取り組も
うと試みた。最終的に、フィクション論と
いうアプローチそのものが広大な領域を形
成しているため、「語りの声」という問題に
絞って研究を進めることにした。19世紀半
ばから 20 世紀後半にいたる広大な研究領
域を、この視点から捉えなおすと、散文が
新たな強度を獲得したこの時代の文学のど
のような特性が見えてくるのだろうか。 
 
２．研究の目的 
 散文が詩的強度をもつようになった背景
のひとつに、テクノロジーの進展による知
覚の変化がある。知覚の変化を取り込もう
と力と、言葉が古代からもってきた歌の力
の緊張関係が、散文が近代もつようになっ
た詩的強度の源泉のひとつとなった、とい
うのがわれわれの作業仮説である。映像（写
真、映画、テレビ、漫画）、移動手段（車、
列車、飛行機）と並んで、声をめぐるテク
ノロジー（電話、無線、ラジオ、オーディ
オ）の発展は、言葉によって表象される世
界に根本的な変化をもたらした。19世紀以
降、小説、自伝、抒情詩、戯曲、批評がそ
れ以前に優勢だった諸ジャンルを押しのけ
て文学の中心的ジャンルとなってゆくが、
19 世紀半ばからの散文形式の発展によっ
て、その序列もまた変わってゆく。現代で
は小説、自伝、批評等の枠組み以上に、散
文のもつ文学的造形力のほうが優勢になっ
ている。あらゆるジャンルの越境を可能と
する散文という形式の可能性を検討しなく
てはならない。なぜ散文がひとつの芸術と
してポエジーを体現できるのか、という疑
問への考察を深めることが本研究の目的で
ある。 
 
３．研究の方法 
 研究の方法はテクスト講読である。目の前
のテクストをどのように読み、何に接続する
か次第で、この方法に無限の発見可能性があ
ることを今回も再認識した。研究課題をめぐ
って文献調査を進め、共同討議を重ねるうち
に、文学における語りの問題、とりわけ語り
における声の問題について再考することが
重要であることがわかってきた。この点に関
する認識を深めるため、研究分担者だけでな
く、より広く共同研究の可能性を模索し、さ
まざまな研究者に呼びかけた。 



 具体的には、2014年 4月、パリ第十大学の
ウィリアム・マルクス教授、2015年 4月には
CNRS ジャックリーヌ・シェニュー＝ジャン
ドロン名誉主任研究員との共同研究を開催、
さらに早稲田大学の鈴木雅雄教授に協力を
依頼し、「声と文学」と題するシンポジウム
を２回開催した（第１回目： 9 月 27 日、東
京大学文学部、発表者６名；第２回目：12月
13日、早稲田大学文学部、発表者９名）。 
 
４．研究成果 
 以上の研究を通して明らかになったこと
は、散文が詩的強度をもつようになった背景
に、テクノロジーの進展による知覚の変化が
あったということである。知覚の変化を取り
込もうと力と、言葉が古代からもってきた歌
の力の緊張関係が、散文が近代もつようにな
った詩的強度の源泉のひとつとなった。この
ことは、映像（写真、映画、テレビ、漫画）、
移動手段（車、列車、飛行機）と並んで、声
をめぐるテクノロジー（電話、無線、ラジオ、
オーディオ）の進展が、言葉によって表象さ
れる世界にどのような変化をもたらしたか
を詳しく検討することで明らかになる。さま
ざまなテクノロジーによる知覚の変化によ
って表象世界に起こった変化と、言葉が古代
からもちつづけている歌の声とは、現代にお
いても緊張関係をたもちながら創造力を発
揮している。この視点からの近代における散
文に関する考察を、今秋『声と文学』（仮題、
平凡社）出版する予定である。 
 声というテーマに関する研究は数多く存
在するが、フランス近代文学において生じた
散文の位置づけの変化と関連づけながら声
を分析した研究は、おそらくこれまで国内に
は存在しなかった。現在飛躍的な発展を遂げ
つつある音響技術の歴史の成果を取りいれ
ながら、近代文学研究を、音響の録音・再生
技術と歌のもつ力との緊張関係において捉
える今回の研究成果を、今後は海外にむけて
も発信していきたいと考えている。 
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